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産業建設分科会委員長報告 

              （Ｒ５．９．２１）  

産業建設分科会に付託されました議案について、審査の経過概要とそ

の結果を報告します。 

 まず、第４号議案、令和４年度 一般会計決算の本分科会所管分であり

ますが、その主なものは、 

・総務費では、地域公共交通対策や防犯灯による交通安全施設整備事業。 

・労働費では、雇用対策事業による就労支援。  

・農林水産業費では、担い手育成や地産地消、畜産振興など持続的発展を

めざした農業振興施策。 

・商工費では、地域経済の活性化に向けた商工業振興対策や観光推進事

業。 

・土木費では、安全で快適な生活を支える道路や河川、公園等の整備事業。 

・災害復旧費では、農業・林業用施設や公共土木施設の復旧工事費であり

ます。 

採決に先立ち、商工業振興対策経費の産学官連携事業補助金について、

地域にどれだけの効果があるのか疑義があり、オープンイノベーション

センター・亀岡に係る経費についても京都先端科学大学で一括して会計

処理を行われており、適正に執行されているのか疑問がある、との反対討

論がありました。 
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また、全ての事業が適正に執行されており、産学官連携事業補助金を交

付しているオープンイノベーションセンター・亀岡については、経済界な

ど関係機関で連携して状況を注視し、事業が推進されるよう支援したい、

との賛成討論がありました。 

本決算について、採決の結果は賛成多数をもって認定すべきものと決

定しました。 

なお、指摘要望事項として、商工業振興対策経費の平和祭（花火大会）

事業補助については、安全を確保した上でより市民に寄り添った花火大

会とすること。また、産学官連携事業補助金については、補助金使途の透

明性を確保し、事業の進捗状況を適宜委員会に報告すること。 

道路維持経費については、市道延長が増える中で、充実した予算の確保

により十分な維持修繕に努めること。 

景観形成事業経費については、地域住民と検討を進め、亀岡駅南周辺地

区の城下町エリアのまちなみ整備をしっかりと推進すること。 

以上４点について指摘要望するものであります。 

 

 次に、第９号議案、令和４年度 亀岡市土地取得事業 特別会計決算であ

りますが、京都・亀岡保津川公園用地の取得分のうち、市道保津宇津根並

河線の拡幅部分の買い戻しを行ったものであり、別段異論なく、採決の結

果は、全員をもって認定すべきものと決定しました。 
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 次に、第１１号議案、令和４年度 亀岡市水道事業 会計決算であります

が、安全でおいしい水を安定供給するため、建設事業においては、老朽化

した王子
おうじ

加圧ポンプ場を更新及び増強するための築造工事などが実施さ

れました。 

また、水道施設における将来の更新投資や企業債の償還、災害対策への

備えとして、新たに設置した水道事業基金に１億円を積み立てられてい

ます。 

経営状況においては、当年度、１億７，８３０万２千円の純利益を計上

しましたが、今後も老朽管更新・耐震化等、多額の経費が見込まれること

も踏まえ、これまで以上に健全経営に努めていくことが望まれます。 

 別段異論なく、採決の結果は、全員をもって認定すべきものと決定しま

した。 

 

 次に、第１２号議案、令和４年度 亀岡市下水道事業 会計決算でありま

すが、公共用水域の水質保全を図り、良好な生活環境を確保するため、建

設事業においては、公共汚水枡の設置工事や年谷浄化センターの改築更

新事業が実施されました。 

また、下水道施設における将来の更新投資や企業債の償還、災害対策へ

の備えとして、新たに設置した下水道事業基金に１億円を積み立てられ

ています。 
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 経営状況においては、当年度、２億５，４１６万８千円の純利益を計上

しましたが、今後の施設整備においても多額の経費が見込まれる中、安定

して事業継続できるよう、水道事業と同様に、より一層の経営努力が求め

られます。 

 別段異論なく、採決の結果は、全員をもって認定すべきものと決定しま

した。 

 

 次に、第４７号議案、令和４年度 水道事業会計 未処分利益剰余金の処

分について、及び、第４８号議案、令和４年度 下水道事業会計 未処分利

益剰余金の処分についての２議案は、それぞれの会計決算における当年

度末残高で生じた未処分利益剰余金を、資本金に組み入れるものであり、

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

以上、簡単でありますが、本分科会の報告といたします。 



番号 事業名 評価 意見等

1 バス交通関連経費
３　見直しの上継
続

○現状の公共交通網の課題を十分に確認し、誰もが安心して利用できるよう、市民ニーズ
を捉えた上で事業推進されたい。
〇交通空白地等地域生活交通事業補助金について、地域に根差した持続可能な取組の後押
しとなるよう内容を充実されたい。
〇今後も議会としっかり連携し、市内公共交通の維持・充実に努められたい。

2
農業担い手づくり育成
事業経費

１　拡充
〇引き続き支援制度を充実し、新規就農者を育成されたい。
〇新規就農者に向けた研修会や意見交換会などを行い、農業者の育成を図られるととも
に、地域の農業者とより良好な関係を築けるよう努められたい。

3 畜産振興関係経費 １　拡充
〇亀岡市土づくりセンターの臭気対策に一層努められたい。
〇広域連携や民間事業者との連携も含めた今後の亀岡市土づくりセンターの在り方につい
て、中長期的に検討されたい。

4 林道管理事業経費 １　拡充
〇森林施業の効率化のために林道整備は重要なものであり、森林環境譲与税の活用も含め
て適切な林道管理を行われたい。
〇長期的な視点をもって継続した林道の維持管理に努められたい。

≪産業建設分科会≫　　　令和５年９月決算特別委員会　事務事業評価結果


